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不正文化の形成過程
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顧客の要求

無理な目標 人、工数、時間、予算の不足

この場を乗り切るアイデア

一人 or 少人数

難題解決、事業に貢献

一 度 成 功

何 度 も 成 功

あ た り ま え

文 化

動機

チャンス

正当化

継続・拡散 継承・遵守

業界の状況

行政の要求

不合理な
ルール

トップの指示・要求

（例：大王製紙）



どのレベル（村）の文化？
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全社的文化

課内ルール

第２回課題
不正の徴候
A. 動機

現場の不満
残業が多い

B. チャンス
業務の透明性

２０年のベテランに口出しできない
隣の課が何をしているか知らない

牽制・チェック機能
会議で議論がない
上司の命令は絶対
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C. 継続
変化を嫌う

ルールは絶対

D. 組織への依存
定年まで安泰に過ごしたい
上司に逆らって飛ばされた

課題： 様々な不正の徴候を抽出し、
アンケート票（観察票）を作成し、
自社を分析



第２回課題
不正の徴候への対策

課題：不正の徴候に対して対策を考える

（自社に徴候がなくても予防するための対策を）

例： 会議で議論がない

取締役会で議論がない ＜＝ 外部監査役

課内会議で議論がない ＜＝ 課長は席を外し、提案を求める
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第２回課題
上司の説得（アウトラインのみ）
A) 正論

• 法令遵守、安全第一

B) 経済的利益
• 安全対策で長期的利益を試算

C) 功名心・名誉欲をくすぐる
• 勲章、表彰を狙う

D) 恐怖心・不安を煽る
• 秘密は必ずばれる
• 他社の教訓（倒産、逮捕者）
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Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ： 他にどんな手段？

課題： 対策を実施に移すため、
上司をどのように説得するか
（アウトラインのみ。データは不要）



第２回課題
発表資料を作成する前に

安全マネジメントの講義資料を読み直す

第１１回 コーポレートガバナンスと内部統制

第１２回 安全文化

http://safety-management.na.coocan.jp/

他の学生が発表する不正事件の分析を理解する
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第２回課題
発表資料構成

１．参考とした不正事件

２．不正の徴候

社外の環境、社内の文化、、
・具体的徴候

動機（社内事情、個人事情、、）

統制（組織、透明性、牽制、実効性、、）

３．アンケート票（観察票）

４．自社の調査結果・分析

５．不正の徴候に対する対策

６．対策を実施する必要性
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左は、一例です。
各自の視点で分類してください

１１月３日（長岡）、２３日（東京Web)
９：５０－１３：００（延長の可能性大）
発表時間：１０分


